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講演の前半ではCERNにおけるヒッグス粒子の

実験を説明した。ヒッグス粒子を予言する標準理
論を解説し，理論の最後のパラメータが固定でき
たことを説明した。講演の後半では、ヒッグス粒
子は基本粒子ではなくて、その正体プラズマ振
動する見かけの粒子であることを説明した。その
見かけの粒子との相互作用がフォトンやフェルミ
粒子（電子、クォーク）の質量の起源であることを
説明した。（ヒッグス機構）



電弱統一理論 （ワインバーグ，サラム，グラショウ １９６９年）
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光はなぜ重くなるか？
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粒子に見える !!



ポテンシャル
の谷間を

メカニズム２ （ヒッグス機構）
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まとめ

見かけの粒子（準粒子，素粒子論ではヒッグスと南部－ゴールドストーン粒子）
・・・・プラズマ振動，超伝導流の集団運動の担い手

これらと相互作用して光は重くなる

見かけの粒子（準粒子）は
電子と相互作用して質量を与える・・・・メカニズム２が必要

？


